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Q ポル XL は、Φ 300 ～ 350 mm の作業ホイールを使用できる堅牢な自動研磨およびポリッシング装置です。特に大型サンプルの研磨・ポリッシング
作業に適した構造および機能が充実しています。

自動研磨機 Qポル XL

● Φ 300 ～ 350mm 作業ホイールの使用が可能なパワフルな行動
● ステンレス鋼で保護された作業領域
● 正確で効率の良い作業を可能にする研削量測定システム
● プロセス中に左右に往復移動可能なポリッシング ･ ヘッド
● 最適な研磨剤供給システムの構築が可能なモジュール方式
   ・ マグネチック ･ スターラー
   ・ 研磨液量監視
● 大型サンプルに対応できる広範囲の荷重 (50 ～ 750N)
● プロセスの効率化を推進する自動サンプル洗浄システム (オプション)
● 研磨剤を均一に供給する可動式供給アーム
● 自動で開閉する安全フード
● 作業ホイールの汚れを低減させるスピン ･ サイクル機能
● 装置の状況をモニタリングできるシグナル ･ タワー ( オプション )
● 管理が容易な循環冷却システム / 沈殿槽 ( オプション )
● 作業領域内の清掃を容易にするスパイラル式洗浄ホース

作業ホイール寸法 Ø 300~350mm

作業ホイール数 1 面
回転速度 作業ホイール：50~600rpm  ポリッシングヘッド：50~350rpm
回転方向 反時計方向 ( ポリッシングヘッドのみ時計方向可 )

荷重 中央荷重：20~400N

サンプルホルダー ( 数 ) Ø159 - 204 mm
研磨剤自動供給 ( オプション ) 4- ダイヤモンド懸濁液、1- 潤滑剤、1- 酸化物研磨剤

電源 三相 220-240V / 50/60Hz  接続ロード：6kVA

寸法 (W)x(D)x(H) 901x710x265mm

重量 ～ 420kg
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オパール 480 は、サンプル作製時に必要な樹脂埋込みを行うための加熱加圧埋込プレスです。油圧及び水冷却の方式が採られており、埋込みは設定した
プログラムに従って自動的に行われます。埋込リンダーは工具を使わずに簡単に交換できます。

大型埋込プレス オパール ４８０

● 加熱加圧埋込プレス
● 使いやすいスライド式開閉システム
● 大型液晶画面の付いた操作しやすいユーザーインター
フェイス
● 埋込工程のプログラムを自由に設定して 18 件保存可能
● 4 種類から選択可能な加圧モード
● 油圧による加圧方式
● 水冷却による作業性の向上
● 工具を使用せずに行えるシリンダー交換
● 30x60 mm または 40x60 mm の四角柱成形が可能
● 強固なアルミニウム筐体と粉体塗装

加熱温度 20~200℃ (5℃毎可変 )  4 x 630W
加圧方式 自動油圧 ( 加圧範囲：145~310bar (5bar 毎 ))

加圧時間 0~30 分 (15 秒毎可変 )

加圧モード ４種 ( 同時 / 段階 / 設定温度到達後 / 冷却開始前 )

冷却方式 自動水冷 ( 冷却モード： 通常 / 節水 (10~50%))

シリンダー有効寸法 80mm
開閉システム スライド
シリンダー寸法 (mm) Φ 50 / Φ 60 / Φ 70 / 30x60 / 40x60
電源 単相 220-240V / 50/60Hz  接続ロード：3.6kVA 毎
寸法 (W)x(D)x(H) 390x500x450mm
重量 約 68kg

切断・埋込・研磨 / ポリッシング・硬さ試験機のことなら
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この編集後記を執筆している1月には、トンガで海底火山が
噴火し、それに伴って地震と津波が発生しました。犠牲となら
れました方々のご冥福を心よりお祈り申し上げますとともに、
被災された方々のご安全・ご健康と1日も早い復興をお祈りい
たします。気象庁の各種データ・資料「日本付近で発生した主
な被害地震」によると、人的被害を伴う地震が日本では2021年
に6件、2020年に5件、2019年に6件と2か月に1度の頻度で発生
しています。このような大規模災害のニュースや地震の度、防
災に対する意識を高め、気持ちを引き締めています。

今月のテクノスコープでは、研究が活発化する「鉄系超弾性

合金」を特集しています。この合金は、原料が安価で一般鋼材
と同様の生産設備で製造が可能であるというメリットもあり、
大型部材としての利用ができます*。そのため、建物や橋梁等
が巨大地震に襲われた際に地震後の残留変形を抑制する制振材
としての利用が期待されています。身近な防災だけでなく、

「材料と防災」という観点からも材料の可能性を考え、視野を
広げていきたいと思うようになりました。（*参考:形状記憶合
金協会:�トコトンやさしい形状記憶合金の本,�日刊工業新聞社

（2016））
� （R.�E.）
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広い温度領域・各種形状試料・特殊測定に対応します。

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業

日日本本テテククノノププララスス株株式式会会社社 https://nihon-tp.jp (株)神戸工業試験場グループ

06-6390-5993 info@nihon-tp.com 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 3-5-21 第 3 丸善ビル

室温や比較的低温で最最もも信信頼頼性性のの高高いい装装置置

自自由由共共振振式式弾弾性性率率､､内内部部摩摩擦擦測測定定装装置置

JE-型型/JG-型型 (RT 室温用､HT 高温用､LT 低温用)

〇高精度・簡単操作

高再現性・迅速測定

〇板状、線材の単純形状

〇最高温度：1000℃

弾性率と内部摩擦の高高温温測測定定でで最最高高のの装装置置

高高温温弾弾性性率率等等同同時時測測定定装装置置

EG-型型 (HT 高温用､LT 低温用)

〇最も信頼性の高い高温測定

〇ヤング率､剛性率､ポアソン比

内部摩擦同時自動測定

〇最高温度 1200℃

まてりあ 2110～・粉協 2110～ 2103 ふぇらむ

等方体や単結晶の弾性率と共に弾性定数 Cij
の測定で、最先端研究に大きく寄与

電電磁磁共共振振式式弾弾性性率率･･弾弾性性定定数数測測定定装装置置

CCⅡⅡ-型型 (RT 室温用､HT 高温用､LT 低温用)

〇より詳細な力学特性測定

弾性定数(弾性スティフネス Cij) から求め

るヤング率､剛性率、ポアソン比は高精度

〇新素材研究時の小試料で測定できます。

5mm 程度の直方体や円柱の測定。

〇単結晶、多結晶

〇最高温度 1200℃
〇自自動動解解析析ソソフフトト開開発発中中

現在､等方体と立方晶の

解析まで完成。順次他の

結晶に対応します。
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クリスタルサーモ

高精度・高品質
JIS 規格品 (JIS-C1602 : 2015)

先端: Ｕ字管(14、25 ｍｍ)
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〒194-0022 東京都町田市森野四丁目15番5号
PHONE : 042-727-2813　TELEFAX : 042-723-0803
E-mail: trimates@blue.ocn.ne.jp

■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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